






















































































町からはじまって南側の 9 番町・10 番町へとつながっていく。この甲子園住宅経営地








































































































































写真 1 岡太神社 一時上臈 十一の義 






































写真 3 「新訂増補 大日本航路細見図」西宮の項 
－ 141 －
で鎮座して頂いた」というものである。現在、輿を下ろしたところは「御輿屋跡地」
として、石碑が建立されている。 
海から流れ着くものは神様だけでなく、仏様も流れ着く。仏様の場合は霹靂（へき
れき）の木といい、神像と同じように漁師が海からすくいあげたり、海中を漂ってい
るのだが、きらきらと光ったり、かぐわしい香りがしたり、紫色の雲がたなびいたり
など、通常の漂流物ではない様子で、それを拾い上げると、夢枕に仏様が立ち、我が
姿をその木に刻むように告げたなどの伝承が各地にある。 
 
3-4 流れの元と、流れた先 
 西宮が、二つの地域を結ぶ中継地点であるという話もある。 
それは、有馬の湯と紀州の熊野がつながっているというのである。こうしたつなが
りを示す話しは、話が形成されるのに寄与した者の存在が考えられる。つまり、下級
の宗教者の集団が、なんらかの技術を持っていて、その技術を以て各地を移動し、定
着する中で、両方の地域を結ぶ伝承が生成されていくのである。有馬温泉と熊野のむ
すびつきで考えられるのは、温泉開発・経営の技術であるが、複数の要素が考えられ
るので、稿を改めて考えたい。 
 
まとめにかえて 
 
これまで、甲子園会館の立地するこの地について、武庫川・海など、複数の観点か
ら考えてきた。 
この甲子プロジェクトにかかわらせていただくことになった時、甲子園会館の前身
である甲子園ホテルを作った林愛作が、この地を選んだ理由を求めたいと考えた。勉
強不足の点も多く、解明できたとは言えないが、これからも継続して学びを進めたい
と考えている。 
良いきっかけをいただいた生活美学研究所所長の森田雅子先生、黒田智子先生をは
じめ、研究所スタッフのみなさま、甲子園会館総務課のみなさまに、記して感謝の意
を表したい。 
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